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農林水産副大臣退任お礼

秋もだいぶ深まってまいりました、収穫の候いかがお過ごしでしょうか。

昨秋 11月2日の就任以来、皆様にご声援いただいてきました 「農林水産副大臣」の職も、新安部内閣の成立とともに9

月26日をもって 無事退任の運びとなりました。

その間、WTO農 業交渉、輸出促進活動、知的財産戦略本部の立ち上げ 新経営対策の確立、災害対策、国内外の出張 (36

回)等 、全力で取り組んでまいりました。

皆様には、県内外各地での会合を通じて激励 。ご意見・アドバイス等多くの示唆に富んだお話しをいただき、誠にありがと

うございました。

現場からのご意見には実に貴重なものが多く、その度ごとに政策に直接反映できるものは反映し、検討範囲に加えるべき

ものは加えるということで活かさせていただいたことも付け加えたいと思いま丸

安部新政権が誕生しました。総裁選で 熊本での安部選対本部長を務めさせていただいた立場からもお礼を申し上げま曳

間髪入れずの訪中・訪韓、又、 ご自論は多少抑えながらも、国民的利益を優

先しながらの衆 。参予算委員会での対応等、手堅いスタートであったと言えま魂

今後、更なる行政改革、国民負担と給付のあり方、道州制も視野に入れた地

方分権、地域間格差の是正、国。地方財政の立て直し、そして対米、善隣をは

じめとする外交等、諸課題への取り組みが続きま魂 しっかりと与党の一員とし

て安部政権を支えながら頑張ってまいりま魂

選挙も近まりま曳 今後とも宜しくお願い致しま魂
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ボーダレス時代の到来。農業国際化による各国農業のせめぎ合いも一層厳しさを増していま丸

我が国農産物のより積極的な輸出も大事な 「攻めの農政」の 1つの要素でありま魂

品質の上での優位性は持ちながらも、圧倒的な内外格差で苦戦を強いられる我が国の農産物で

ありま曳 それらの厳しい国際環境の中で 「何が我が国農産物の売り(セールスポイント)に なり

うるか劉 という事は基本的な問題で魂

先日、タイ・バンコクと香港で次頁の様な、本県のスイカ・メロンを含む我が国農産物がそれぞ

れに販売される状況を目にしました (写真と小売価格を参考ください!)。本県の農産物を海外の

市場で目にした時の嬉しさと感動は、たとえ様がありません!

タイ・香港の流通関係者と意見交換する中で 以下の二つの点で強い印象を得ました。

第一点は、我が国農産物の海外へむけた「売り(セールスポイント)」とすべき事は何かという事

で魂 私は、意見交換の中から、我が国輸出農産物の「売り」は、その定評ある品質に加え「安全

安心な農産物」である事ではないかという強い印象を得ました。両市場ともに、安全。安心な農

産物であれば、価格差をこえて購入できる客層が存在するという事が複数聞かれたので丸

第二点は、農産物輸出を考える場合、生産現場から始め、集荷包装 (荷姿)、価格政策 (現地

リテイルプラスまでの管理)、補償まで 「輸出農産物」としての一貫した考え方と各マーケットの二

―ズを踏まえたシステムが必要であるということで曳

この事を聞いたとき、私は「なるほど」とうなずきました。それは、私が貿易担当時代に扱っ

ていた「輸出向け電気製品」に対するものと同じ考え方であるという事を感じたからで魂

これらの事は、今後わが国からの農産物輸出を増やしていく上での一つのヒントになる気がしま

した。
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〔スイカに生産者の顔写真 ・氏

名と、」A鹿 本のホームページ

にアクセス出来るバーコード

がシールで貼られている。因

みに生産者は、高木実 ・澄子

夫婦で一す‖〕



わガ冒 の出産 一時金 ″児童手 当制度力ヾ拡充され 表 ′ ノノ

少子化対策は自公連立政権の重点項目のひとつであります。その中で児童手当制度が、本年の 4月 1日 より拡充さ

れました(表1参照)。

その内容は「所得制限の緩和」と「支給対象年齢の拡大(小学校 3年 生まで→6年 生まで)」の 2点 です。昭和 47年

の制度発足以来、手当額増額・対象年齢拡大・所得制度緩和が行われてきました。

又、出産一時金に関しては現在の 30万 円(一人につき)から、5万 円増額が決定しており、本年 10月 1日 の施行に

向けて準備を進めています。

平成 18年 度 児童手当制度

昨秋地元の運動会にて

支給対象 第 1子 以降 (0歳 ～小学校修了前)

人数 1,310万 児童

支給額
第 1子 第 2子 :5,000円/月

第 3子以降: 10,000円/月

所得制限 780万 円未満(サラリーマンは 860万 円未満)

給付費 平成 17年度予算:約6,420億円

平成 18年度予算:約8,580億円

※所得制限:夫婦と児童 2人 の世帯の年収ベース

麦ろう0～ ψεl市街地の数 %～

平成 10年 に、いわゆる「まちづくり三法」(中心市街地活性化法、

都市計画法及び大規模小売店舗立地法)が制定されて以後も、

全国の中心市街地の空洞化は深刻になつています。

また、わが国が人口減少・超高齢化社会を迎える中で、まちづくり

のあり方として、これまでの拡散型の都市構造から「コンパクト・シテ

ィ」への転換が求められています。

このため、先の国会で、中心市街地活性化法が改正され、内閣総

理大臣による認定制度の導入、中心市街地活性化協議会の設立

など通じて、中心市街地の活性化に真剣に取り組もうとする市町村

を国が重点的に支援する仕組みを導入します。

また、都市計画法の改正により、広域に渡り都市構造に影響

を与える大規模集客施設の立地に当たつては都市計画の手続き

を経ることで一定の規制を行う事とし、地域の判断を反映した適切

な立地を確保する事となりました。

2月 21日 には、コンパクト・シティとして全国の優良事例である、」R青 森駅前再開発事業の視察のため青森市を訪れ

ました。再開発ビル「アウガ」は、地下が生鮮市場、1～4Fが ショッピングビル、5～8Fが青森市の公共施設(図書館等の

施設)からなる区分共有建物です。平成 13年 の開業以降、年間 500万 人超の人が訪れ、図書館も利用者が4倍 にな

つたとの事です。

」R青森駅と周辺の再開発地区。再開発
後は歩行者通行量も増加

国土交通省中心市街地再生のための暮らしにぎわい再生事業

予算額
事業費:252億円

国費:90億円

支援内容

空きビル再生支援

→空きビル等の公共公益施設 集客施設への改修
ンバージョンに対し、補助

(例:スーパーから生涯学習センターヘ)

都市機能まちなか立地支援

→公共公益施設の整備に対し、補助

(例:エレベーター 駐車場等の共同施設整備費部分
こ補助)

事業主体
地方公共団体 中心市街地活性化協議会 独立行政
法人都市再生機構 民間事業者 等

補助率
1/3。 ただし、一定面積以上の公益施設がある場合
こは、1/15カロ算

「アウガ」地階の生鮮市場にて



効 蛎 塑 物 鹿 笏 嫁 元 鰍 教 ダ 攻めの頻ヨ林水産業」を

展開 アる護 あ た 発 鏡 ″ 訪 蟹 靱 鉢 柳 笏 翅 野

2月 23日 、中川大臣のご指示を受け、我が国の農林水産物・食品の

持つ特質・強さを知的財産権として権利化し「守り」と「攻め」の両面で積極

的に活用していくため、私が本部長となり、農林水産省に知的財産戦略本

音Fを設置しました。

農林水産業に係わる「種苗育成者権」や「特許」等に繋がる技術をひろ

いあげ、国内外におけるその権利と価値を明確にする事で、権利侵害に

対する備えをして農林水産物の輸出戦略、企業化(インキューベーション)、

食品企業の振興等を図つていこうとするものです。

関係方面の有識者から数回にわたるヒアリングを行い、知的財産戦略

本部での検討を重ね、その検討結果は、6月 8日 に政府が決定した「知

的財産推進計画 2006」に盛り込まれたところです。8月末に行われた、

平成19年度予算概算要求においては、知的財産対策関係費として、18億

円がもりこまれました。

各新聞社の記者を前に、知的財産戦略

本部の設置趣旨等について会見

本部メンバーに対し、一致団結して取り

組むよう指示

梅雨前線の大雨 |こよる被災者D整 引 ヽ復βを讐ラノ

6月26日、上益城郡山都町 (旧蘇陽町)に おいて大雨で発生した崖崩れにより木材加工施設内に大量の土砂

が流れ込んだ結果、作業中の森林組合職員3名が生き埋めとなり、救出後、不幸にも1名の尊い命が失われま

した。

6月29日、農林水産省の担当職員7名とともに現地調査に向かいました。土砂で押しつぶされた機材や建物

については、どのような形で復旧し営業を再開させていくのかについて、事業主である森林組合の意見をよ

く聞きながら、県や町と協力しつつ、できる限りの支援を行っていきます。

山都町役場蘇陽支所

(旧蘇陽町役場)に て

状況説明を受ける。

隣は松村祥史参議院

議員。

被災現場で。土砂に押し

つぶされた機材や建物を

眼下にし、崖崩れ直後の

状況などを改めて確認。

事故現場で、亡くなられ

た森林組合の職員さんに

視察関係者全員で黙祷を

捧げ。ご冥福を祈る

剃象錫媚し 、申国政府関係者などと精力″だ会談 ′ 2θ θδ年 9月 θβ～ θ日
アジア外交の展開により将来に向けてわが国とアジア諸国がともに発展していくためには、隣国にして世界最大の人口を

擁する中国とあらゆる面で良好な関係を維持していくことが重要です。

今副大臣任期中最後の海外公務出張として中国北京市を訪問し、中国農業部 (日本の農水省に相当)を はじめ、中国産畳

表の対日輸出や日本産米の対中輸出の窓口団体、対日外交の研究機関などで、関係者と精力的に会談を行いました。

直接の対話の機会を持てたことで、現場の声を踏まえたわが国の主張を相手方に伝えることができましたし、相手方の考

え方も直に聞くことができました。今後も一国会議員として、中国との外交に積極的に取り組んでいきます。

9月 5日 (火)、中国北京を訪問。

当時の訪問状況が、中国の新聞

「中国緑色時報」に掲載されまし

た。記事内容は以下のとおり。

国家林業局党委、林業科学院長

の江沢慧氏、北京にて、訪中し

た日本の三浦―水農林水産副大

臣―行と会見した。双方は、 日

中林業協力と植物新品種の保護

等の問題につき意見交換した。

中国経工工芸品商会

を訪問し、中国産畳

表の対日輸出問題に

ついて会長と会談。

密輸や過積載の防止

など輸出管理の厳格

化を強く求めました。
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第 3次 小 泉 改造 内 閣で晨 水

副 大 臣に就 いた 自民党 の 二浦

一水 参 院議員 (熊本 選 挙 区)
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の
新
利
水
計
画
策

定
が
遅
れ
て
い
る
．

正
直
、
策
定
の
進
ち
ょ
く
は

遅
い
，
個
人
的
に
は
川
辺
川
ダ

ム
は
治
水
、
利
水
両
面
か
ら
必

要
．
何
よ
り
水
が
必
要
な
農
家

に

一
日
も
早
く
水
を
届
け
る
こ

と
が
大
切
だ
．
受
益
者
が
少
な

く
な
っ
て
も
責
任
を
も
っ
て
水

を
届
け
る
べ
き
だ
し
、
こ
う
し

た
基
盤
整
備
を
進
め
る
の
が
球

磨
地
域
の
担
い
手
育
成
に
つ
な

が
る
．
計
画
策
定
４
急
が
せ
た

い
．

Ｗ
丁
○

ラ
ミ
ー
事
務
局
長
と
対
面

[10月3日(火)熊 本国日新聞二面]
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方面

熊本事務所

「上
限
関
税
」
に
反
対
重
要
品
目
を
守
る

関
税
を

一
定
水
準
以
下
に
す

る

「上
限
関
税
」
に
日
本
は
反

対
だ
が
、
米
国
な
ど
は
強
く
求

め
、
Ｅ
Ｕ
も
容
認
し
た
。
自
由

競
争
力
の
あ
る
農
家
育
成

が
必
要
，
再
来
年
導
入
の

一
経

営
安
定
対
策
大
綱

一
で
熊
本
は

何
が
求
め
ら
れ
る
．

国
内
外
競
争
に
耐
え
ら
れ
る

経
営
基
盤
が
い
る
．
共
同
で
農

産
品
を
販
売
、
収
益
（
分

配
す

る

「集
落
営
農
組
織

一
づ
く
り

■
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
．

《
案
内
図
》

松岡利勝先生が、農林水産大臣にめでたくご就任された事に

伴い、自民党熊本県選出国会議員団の役員変更が行われました。

今後とも宜しくお願い致します。

衆議院比例区
事務局次長   支部長
木原 稔先生  林田 彪先生

第二選挙区  第四選挙区  第五選挙区  参議院      参議院比例区

支部長    支部長    支部長    第四支部長    支部長

松岡利勝先生 園田博之先生 金子恭之先生 木村 仁先生   魚住汎英先生

会 長    幹事長    事務局長

野田 毅先生  三浦―水   松村祥史先生

[11/4付  熊日新聞夕刊]


